
ユネスコスクール実践活動事例 

 ～末広小学校のアイヌ文化学習・生活科・総合的な学習・特別活動における実践 

千歳市立末広小学校  

校長 横山 浩之 

１．本校の ESD活動の趣旨 

千歳市は、北海道が蝦夷地と呼ばれた頃より東西を結ぶ要所であり、千歳川周辺にはサケや鹿など豊富な

資源に恵まれたことから多くアイヌの人々が集落を構え、現在でも市内に多くの方がおられる。 

本校では平成５年にアイヌ文化を学ぶ実践が初めて行われ、平成８年には地域文化資料室としてアイヌ住

居「チセ」の模型を設置、生活科・総合的な学習のカリキュラムに位置づけた「アイヌ文化学習」が本格的

に始まった。平成２３年～２５年には「北海道ふるさと教育推進事業」の指定を受け、平成２９年～３０年

にも「北海道ふるさと教育・観光教育等推進事業」の指定を受けた。 

アイヌの人々の文化には、命の大切さ、自然との共生、郷土の歴史学習への興味関心、環境、食、人権な

ど幅広い教育的価値が内在し、本校のアイヌ文化学習は、「自然や命を大切にする心・生き方」の学びとし

て、持続可能な社会の創造や異なる価値観を持つ人間同士の相互尊重・共生をその目標に掲げている。 

アイヌ文化学習の他にも、主に生活科や総合的な学習の時間で、地域の方や障がいのある方の協力を得て

の交流・福祉学習、市内施設等の福祉に関する調べ学習、異年齢児童の相互理解や協力の場、国際理解教育

などを通し、「人とのかかわりを深めながらの、身近な自然・社会・文化の学び」に充実に努めている。 

また特別活動として、児童会などが中心となり、エコ活動やユネスコスクールとしての意識を高めるため

の活動にも取り組んでいる。 

 

２．全体計画・活動の概要 

学

年 

ア イ ヌ 文 化 学 習 
１年；８時間、２年；９時間、３年；22時間、４年；22時間、 

５年；20時間、６年；28時間＝計 109 時間 

生活科 

総合的な 

学習の時間 

特別

活動

など ねらい 時数・内容 領域 

１

年 

アイヌの人たちについて

知り、遊びや歌を通し表現

の喜びを持つ 

・チセ探検 ・歌、ホリッパ 

・絵本読み聞かせ 

・笛作り・遊び 

 【１年生】 
・地域お年寄りと

交流（昔遊び） 

・幼児学級で就学前

児と遊ぶ 
 
【２年生】 
１年生を招待し

ての遊び 
 
【３年生】 
・ｻｹと千歳川 
・手話体験 
 
【４年生】 
・千歳の水 
・聴覚障害体験 
 
【５年生】 
・稲作体験 
 
【６年生】 
・車椅子体験 
 
【全学年】 
・なかよし集会 
・なかよしランチ 

 
エコキャ
ッ プ 集
め・タブ
集め 
 
 
ユネスコ
スクール
活動につ
いて 
(啓発資料
の発行) 

 
 
全校ホリ
ッパ 
(運動会) 

２

年 

身近にある自然物で装具

を作り遊ぶ。歌や踊りを通

して表現の喜びを持つ 

・歌、ホリッパ・民話語り 

・アイヌの子ども遊び 

（道具作り・遊び体験） 

３

年 

サケに関する学習を通し

アイヌの人たちの暮らし

の工夫や苦労を理解する 

・歌、ホリッパ 

・サケ漁解体学習・地名学習 

・アイヌ料理（ﾁｪﾌﾟｵﾊｳ） 

４

年 

昔のアイヌの人たちの食

物の栽培、収穫、調理を通

し工夫や苦労を理解する 

・歌、ホリッパ 

・保存食学習 

・ｲﾅｷﾋﾞ栽培収穫、団子作り 

５

年 

自然素材で伝統的技術を

用いた生活用具作りを通

し知恵や工夫を理解する 

・歌、ホリッパ 

・ｼﾅﾉｷ（皮はがし、皮糸より） 

飾り作り 

６

年 

ムックリづくりやアイヌ

の人たちの歴史学習を通

し工夫や苦労を考え、６年

間のアイヌ文化学習を振

り返りまとめる 

・歌、ホリッパ 

・ﾑｯｸﾘ作りと演奏 

・ｱｲﾇの歴史と人権学習 

・ｱｲﾇ文様刺繍 

・ｱｲﾇ文化学習のまとめ 

口承文芸 

遊び 

自然 
環境 

命 
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３．活動事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

活動毎に写真や説明をまとめ校内に掲示している。子どもたちにとって６年間の活動の見通しが持て 

るだけでなく、来校者にとっても本校の特色ある教育活動に触れていただく機会にもつながっている。 

 

 

４．活動の成果・課題 

【 成 果 】 

・体験をもとにした学習内容を充実させることで、実感のある学びとなった。 

・地域の人材・環境の幅広い活用を通して、ふるさとのことについてよく知り親しみを持つとともに、発達

段階に応じて、多様な歴史や文化など人権教育の側面も持ちながら学習を進めることができた。 

・地域とのつながりを強めたり、保護者の理解が高まるなど、開かれた学校づくりの推進が図られた。 

・コロナ禍で例年通りにはいかない活動もあったが、工夫しながら６年間の学習を継続することができた。 
 
【 課 題 】 

・地域人材の高齢化等が進んでいることから、新たな協力者などの発掘や自校で賄える指導のあり方など、

改善をしていく必要がある。 



 


